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平
成
29
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
１
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
っ
て
、
何
に
ど
れ
だ
け
使
っ
た
の
か
を
住

民
の
み
な
さ
ま
に
ご
報
告
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
な
ど
全
て
の
会
計
を
あ
わ
せ
た
町
の
決
算
額

は
、
歳
入
総
額
が
84
億
８
，８
５
９
万
８
千
円
、
歳
出
総
額
が
83
億
１
，８
７
９

万
５
千
円
で
す
。

　
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、
平
成
29
年
度
に
つ
い
て
も
効
果
的
な

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定

し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
健
全
な
行
財
政
運
営
に

努
め
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
町
の
会
計
の
中
心
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
町
が
行
う
事
務
事
業
の
大
部
分
を

経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

平
成
29
年
度
決
算
は
、
歳
入
49
億
８
，７
５

７
万
３
千
円
、歳
出
49
億
６
５
３
万
７
千
円
で
、

歳
入
歳
出
差
引
額
（
形
式
収
支
）
は
８
，１
０

３
万
６
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
は
な

か
っ
た
た
め
、
実
質
収
支
は
、
形
式
収
支
と
同

額
の
８
，１
０
３
万
円
６
千
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

●
入
っ
て
き
た
お
金
（
歳
入
）

４
９
億
８
，７
５
７
万
３
千
円
←
目
立
た
せ
る

　

歳
入
総
額
は
、
49
億
８
，７
５
７
万

３
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
６
，３
０

８
万
８
千
円
、
１
・
２
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
を
見
る
と
、
最
も
大

き
い
の
が
地
方
交
付
税
の
14
億
６
，４

６
５
万
４
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

１
，０
２
４
万
９
千
円
増
加
、
２
番
目

が
み
な
さ
ま
か
ら
納
め
て
頂
い
た
町

税
の
14
億
４
，４
８
９
万
円
で
、
前
年

度
と
比
べ
２
，４
２
８
万
３
千
円
減
少

し
ま
し
た
。
次
い
で
、国
・
府
支
出
金
、

町
債
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
は
自
主
財
源
と
依
存

財
源
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
主
財
源
の
多
寡
は
市
町
村
の
財
政

運
営
の
自
主
性
、
安
定
性
に
影
響
を

与
え
ま
す
。

　

町
税
の
ほ
か
手
数
料
や
使
用
料
、

負
担
金
な
ど
町
が
自
主
的
に
調
達
で

き
る
お
金
を
自
主
財
源
と
い
い
、
18

億
１
，８
９
２
万
７
千
円
の
収
入
が
あ

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
や

国
庫
支
出
金
、
大
阪
府
か
ら
交
付
さ
れ
る
府
支

出
金
、
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
な
ど
は
依
存
財

源
と
い
い
、
31
億
６
，８
６
４
万
６
千
円
の
収

入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
歳
入
合
計
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割

合
は
、
約
４
割
と
低
い
水
準
に
あ
り
、
財
政
基

盤
の
安
定
化
を
図
る
上
で
も
、
こ
の
構
造
的
な

問
題
に
対
し
て
、
引
き
続
き
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

１
．一
般
会
計
の
状
況

入
っ
て
き
た
お
金（
歳
入
）

49
億
8
，７
５
７
万
３
千
円歳入の状況

■ 平成29年度　会計別　決算総括表

※�水道事業については、平成29年度より大阪広域水道企業団へ経営統合されたため、本決算から計上してい
ません。

会　　計　　名 歳　入 歳　出 差　引 実質収支

一 般 会 計 4,987,573 4,906,537 81,036 81,036

国 民 健 康 保 険 1,744,524 1,705,722 38,802 38,802

介 護 保 険 1,163,898 1,121,611 42,287 42,287

後期高齢者医療保険 180,292 174,381 5,911 5,911

下水道（公営企業） 405,176 405,176 0 0

小　　　計 8,481,463 8,313,427 168,036 168,036

山 田 財 産 区 6,287 4,637 1,650 1,650

春 日 財 産 区 848 731 117 117

合　　　　計 8,488,598 8,318,795 169,803 169,803

自主・依存

歳入内訳

合計

（単位：千円）
0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000 5,000,000

4,987,573

自主財源
1,818,927

依存財源
3,168,646

町税
1,444,890

地方交付税
1,464,654

その他　374,037 国・府支出金
988,773

町債
378,584

その他　336,635

（単位：千円）

まちの台所事情（平成29年度決算報告）
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歳
出
総
額
は
、
49
億
６
５
３
万
７
千

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
４
，６
３
２
万

円
、
１
・
０
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
決
算
額
を
行
政
目
的
別
に
分
類
し

た
も
の
が
次
の
表
で
す
。

　

民
生
費
と
総
務
費
で
歳
出
全
体
の
約

５
割
を
占
め
て
お
り
、次
い
で
教
育
費
、

公
債
費
、
土
木
費
、
衛
生
費
の
順
で
、

こ
れ
ら
で
歳
出
全
体
の
約
９
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
増
加

の
主
な
も
の
に
民
生
費
（
介
護
給
付
・

訓
練
等
給
付
費
、
多
子
世
帯
保
育
料
等

助
成
金
）、
農
林
水
産
業
費
（
堂
の
下

農
道
整
備
）、
土
木
費
（
町
道
老
朽
化

対
策
事
業
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
調
査
業

務
委
託
）、教
育
費（
小
学
校
空
調
整
備
）

が
あ
り
、
逆
に
、
総
務
費
（
庁
舎
ト
イ

レ
改
修
）、
衛
生
費
（
保
健
セ
ン
タ
ー

ト
イ
レ
等
改
修
）、
消
防
費
（
太
子
分

署
小
型
水
槽
付
ポ
ン
プ
車
整
備
）
で
減

少
が
あ
り
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
の
保

険
料
や
医
療
費
の
給
付
な
ど
の
収
支
を

経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

平
成
29
年
度
決
算
は
、歳
入
17
億
４
，

４
５
２
万
４
千
円
、
歳
出
17
億
５
７
２

万
２
千
円
で
、
実
質
収
支
は
３
，８
８

０
万
２
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健
康
保

険
料
で
３
億
３
，５
８
３
万
７
千
円
、

そ
の
ほ
か
国
府
支
出
金
や
前
期
高
齢
者

交
付
金
、
共
同
事
業
交
付
金
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費

が
９
億
９
，７
８
７
万
９
千
円
、
そ
の

ほ
か
後
期
高
齢
者
支
援
金
や
介
護
納
付

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
介
護
保
険

　

介
護
保
険
料
の
第
１
号
被
保
険
者
に

対
す
る
保
険
料
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給

付
な
ど
の
収
支
を
経
理
す
る
会
計
で

す
。

　

平
成
29
年
度
の
決
算
は
、
歳
入
11
億

６
，３
８
９
万
８
千
円
、
歳
出
11
億
２
，

１
６
１
万
１
千
円
で
、実
質
収
支
は
４
，

２
２
８
万
７
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

　

収
入
の
主
な
も
の
は
、
介
護
保
険
料

で
２
億
８
，０
４
７
万
６
千
円
、
そ
の

ほ
か
介
護
保
険
法
で
定
め
ら
れ
た
国
、

府
及
び
町
な
ど
の
負
担
割
合
に
よ
る
収

入
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
保
険
給
付
費
が
10
億
５
９
２
万
１

千
円
、
そ
の
ほ
か
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
や
相
談
事
業
な
ど
の

地
域
支
援
事
業
費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

75
歳
以
上
が
加
入
す
る
医
療
保
険
制

度
の
会
計
で
す
。

　

平
成
29
年
度
決
算
は
、歳
入
１
億
８
，

０
２
９
万
２
千
円
、
歳
出
１
億
７
，４

３
８
万
１
千
円
で
、
実
質
収
支
は
５
９

１
万
１
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
で
１
億
４
，０
５
６
万
円
、

そ
の
ほ
か
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
大
阪
府
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
１

億
７
，０
５
９
万
４
千
円
で
す
。

●
下
水
道
事
業

　

下
水
道
管
の
整
備
や
各
家
庭
な
ど
か

ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
の
処
理
・
管
理
に

係
る
収
支
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

平
成
29
年
度
決
算
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
４
億
５
１
７
万
６
千
円
で
、
実

質
収
支
は
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

29
年
度
末
現
在
、
普
及
率
93
・
７
％
、

水
洗
化
率
88
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
使
用

料
で
１
億
４
，４
５
７
万
円
。
そ
の
ほ

か
、
町
債
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
施
設

の
維
持
管
理
費
の
ほ
か
、
下
水
道
管
の

布
設
に
か
か
る
工
事
費
や
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
の
更
新
費
、
町
債
の
償
還
金

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▲浅野町長

（単位：千円、％）

歳　出　の　状　況（目的別） 決算額 （構成比）

議会費 町議会の運営に係る経費 97,933 （2.0）

総務費 町の人事、企画、財政、徴税、戸籍、統
計などの全般的な管理に係る経費 720,217 （14.7）

民生費 高齢者・障がい者・児童福祉など住民福
祉の増進に係る経費 1,737,740 （35.4）

衛生費 健康診断や母子保健などの保健衛生及び
ゴミ処理などの環境衛生に係る経費 354,043 （7.2）

農林水産業費 農業振興などに係る経費 74,649 （1.5）

商工費 商工業や観光振興に係る経費 58,881 （1.2）

土木費 道路や河川、公園等の維持・整備などに
係る経費 419,349 （8.6）

消防費 消防や救急、災害対策などに係る経費 230,333 （4.7）

教育費 幼稚園や小中学校、生涯学習、文化財保
護などに係る経費 644,704 （13.1）

災害復旧費 災害によって生じた被害の復旧に要する
経費 64,698 （1.3）

公債費 町債（借金）を返済する元金と利息 503,990 （10.3）

合　　　　　　　　　　計 4,906,537 （100）

２
．主
な
特
別
会
計
の
状
況

　
使
っ
た
お
金（
歳
出
）

4９
億
６
５
3
万
７
千
円
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●
基
金
積
立
金
と
町
債
残
高

　

町
の
貯
金
で
あ
る
積
立
金
残
高
は
、

34
億
２
，２
７
３
万
２
千
円
（
住
民
１

人
当
た
り
約
25
万
２
千
円
）
と
前
年
度

と
比
較
し
９
，９
５
８
万
６
千
円
（
３
・

０
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
は
、「
太
子
ま

ち
づ
く
り
「
夢
」
基
金
」
か
ら
１
０
６

万
２
千
円
、「
た
い
し
・
ふ
れ
愛
福
祉

基
金
」
か
ら
45
万
５
千
円
、「
ふ
る
さ

と
太
子
応
援
基
金
」
か
ら
28
万
５
千
円

を
、
教
育
振
興
事
業
、
敬
老
会
等
事
業
、

幼
稚
園
運
営
事
業
に
そ
れ
ぞ
れ
充
て
る

た
め
、
取
崩
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
残
高

は
、
67
億
２
，９
５
３
万
５
千
円
（
住

民
１
人
当
た
り
約
49
万
６
千
円
）
と
前

年
度
と
比
較
し
４
億
６
，１
２
８
万
６

千
円
（
前
年
度
比
６
・
４
％
）
減
少
し

た
も
の
の
、
積
立
金
と
比
べ
る
と
多
額

の
債
務
残
高
を
抱
え
て
い
る
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

●
経
常
収
支
比
率

　

経
常
収
支
比
率
は
、
よ
く
一
般
家
庭

の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
に
も
た
と
え
ら
れ
た

り
し
ま
す
が
、
財
政
運
営
の
弾
力
性
を

表
す
指
標
で
、
町
村
で
は
70
％
が
妥
当

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
町
の
経
常
収
支
比
率

は
95
・
６
％
で
、
前
年
度
と
比
べ
１
・

７
ポ
イ
ン
ト
悪
化
（
増
加
）
し
、
依
然

と
し
て
柔
軟
な
財
政
運
営
が
可
能
な
水

準
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

●�

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率

　

早
期
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
健

全
化
判
断
比
率
及
び
経
営
健
全
化
基
準

以
上
と
な
っ
た
公
営
企
業
会
計
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
財
政
改
革
を

つ
う
じ
て
、
ス
リ
ム
な
行
財
政
運
営
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
時

期
の
危
機
的
状
況
か
ら
は
脱
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
や
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

安
定
し
た
財
政
を
維
持
し
つ
つ
、
効
果

的
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
し
進

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は

「
太
子
町
行
財
政
運
営
プ
ラ
ン（
案
）」

（
平
成
25
年
度
～
29
年
度
）
を
定
め
、

行
財
政
運
営
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
た

取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

【
29
年
度
の
取
組
状
況
】

■
広
域
化
、
共
同
化
の
推
進

・�

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と
の
水
道
事

業
経
営
統
合

■
基
金
の
活
用

・�

特
定
目
的
基
金
の
利
活
用

■
そ
の
他

・�

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
導
入

・�

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
（
道
路
・
公
園
・
防
犯

灯
）
の
導
入

・�

事
務
事
業
評
価
の
実
施

◆
問
合
せ

・�

財
政
全
般
・
一
般
会
計
・
財
産
区
会

計
に
関
す
る
こ
と

　
財
政
課　
　
　
☎
９
８-

５
５
１
８

・�

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
こ
と

　
保
険
医
療
課　
☎
９
８-

５
５
１
６

・�

介
護
保
険
会
計
に
関
す
る
こ
と

　
高
齢
介
護
課　
☎
９
８-

５
５
３
８

・�

下
水
道
事
業
会
計
に
関
す
る
こ
と

　
生
活
環
境
課　
☎
９
８-

５
５
２
２

３
．町
の
財
政
指
標
な
ど

４
．行
財
政
運
営
の
取
組
状
況

※実質赤字額、または、連結実質赤字額がない場合、及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合は、「－」と表示しています。
※資金不足比率については、資金不足額がないため、「－」と表示しています。
※将来負担比率及び資金不足比率に財政再生基準はありません。
※水道事業については、平成29年度より大阪広域水道企業団に経営統合されたことから、算定対象外となりました。

実 　 　 質
赤 字 比 率

連 結 実 質
赤 字 比 率

実質公債費
比　　　率

将 来 負 担
比　　　率

平成29年度決算
に基づく比率 — — 7.4 —

（早期健全化基準） （15.00） （20.00） （25.0） （350.0）

【財政再生基準】 【20.00】 【30.00】 【35.0】

下水道事業

平成29年度決算
に基づく比率

—

（経営健全化基準） （20.00）

■資金不足比率	 （単位：％）■健全化判断比率	 （単位：％）

その他特定目的
減債基金
財政調整基金

（単位：百万円）

国民健康保険
介護保険
土地開発基金

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

3,323 3,423

2,873 3,007
3,207

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

7,191 6,730
7,832 7,576 7,436

水道事業
下水道事業
一般会計

（単位：百万円）

25年度 26年度

太子町

27年度 28年度 29年度

類似団体府内町村平均
（単位：％）

92.6
94.0

95.0
92.7

86.2
87.5

85.9
86.9

95.6
90.8

90.0

93.989.3

■町の貯金（積立金）残高の推移

■町の借金（町債）残高の推移

■経常収支比率の推移

※�水道事業については、平成29年度より大阪広域水道企業団へ経営統合されたため、平成29年度町債残
高には計上していません。
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人権コーナー

　

私
の
初
任
校
は
、
岬
町
立
岬
中

学
校
で
す
。
国
語
科
を
受
け
持

ち
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。
先
輩
か
ら

「
部
活
動
の
指
導
が
で
き
て
一
人

前
」
と
教
え
ら
れ
、
選
手
と
と
も

に
真
っ
黒
に
な
っ
て
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
そ

の
頃
、
泉
南
地
区
の
顧
問
の
皆
さ

ん
か
ら
「
準
優
の
岡
田
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
準
優
勝
が
最
も

多
い
監
督
だ
っ
た
ん
で
す
。

　

忘
れ
も
し
ま
せ
ん
。
泉
南
地
区

大
会
の
決
勝
戦
、
６
対
２
で
勝
っ

て
い
ま
し
た
。
最
終
回
、
２
ア
ウ

ト
で
す
が
、
満
塁
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
タ
イ
ム
を
取
っ
て
、

「
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
た
れ
て
も
同

点
や
か
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
行

こ
う
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
ベ
ン
チ
に
戻
っ
た

一
球
目
に
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
た

れ
た
ん
で
す
。
同
点
。
フ
ォ
ア

ボ
ー
ル
、
盗
塁
、
ヒ
ッ
ト
、
あ
ざ

や
か
な
準
優
勝
で
し
た
ね
。

　

時
に
は
、
厳
し
い
指
導
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
お
前
、

何
や
っ
て
る
ん
や
！
」
と
大
声
で

叱
る
と
、
ピ
ッ
と
い
う
空
気
が
生

ま
れ
ま
す
。
こ
の
空
気
は
、「
よ

し
や
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
を
生

み
ま
す
。
ま
た
、選
手
と
し
て
は
、

思
う
よ
う
な
プ
レ
イ
が
で
き
な

か
っ
た
時
、
叱
っ
て
欲
し
い
と
い

う
気
持
ち
が
湧
く
よ
う
で
す
。
だ

か
ら
、
よ
け
い
に
指
導
が
エ
キ
サ

イ
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
ち
ら
が
厳
し
い
指
導
を
す

る
と
、
相
手
チ
ー
ム
の
視
線
が
こ

ち
ら
に
向
き
ま
す
。
一
点
を
争
う

試
合
を
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
れ

に
よ
っ
て
相
手
選
手
の
集
中
度

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
だ

か
ら
、
大
声
を
出
し
て
叱
り
飛
ば

す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
る
時
か
ら
、
そ
ん

な
厳
し
い
指
導
を
し
な
く
て
も
、

「
優
勝
」
で
き
る
チ
ー
ム
に
な
っ

た
ん
で
す
。
今
か
ら
三
十
年
ほ
ど

前
に
な
る
ん
で
す
が
、
岬
中
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
運
び
が
一

八
〇
度
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
打
席
に

立
っ
て
凡
退
す
る
な
ど
、
ベ
ン
チ

に
戻
っ
て
か
ら
監
督
の
前
に
立

ち
ま
す
。
岬
中
は
、
こ
れ
か
ら
ネ

ク
ス
ト
サ
ー
ク
ル
に
入
る
前
に

私
の
前
に
来
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。「
今
、
チ
ャ
ン
ス
だ
か
ら
、

自
分
の
一
番
や
り
た
い
こ
と
を

や
っ
て
行
こ
う
。
ど
う
し
た

い
？
」「
あ
と
１
点
、
相
手
を
突

き
放
し
た
い
の
で
、
ス
ク
イ
ズ
を

し
よ
う
。
何
球
目
に
す
る
？
」と
、

事
前
に
選
手
と
対
話
す
る
よ
う

に
し
た
ん
で
す
。

　

い
つ
叱
り
飛
ば
さ
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
、
ピ
リ
ピ
リ
し
た
状
態

で
練
習
や
試
合
に
臨
む
の
と
、
そ

の
場
の
状
況
を
一
緒
に
観
察
し

て
、
選
手
が
選
択
す
る
。
何
球
目

に
バ
ン
ト
を
す
る
と
決
め
て
打

席
に
入
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、

一
人
ひ
と
り
の
持
っ
て
い
る
も

の
を
試
合
の
中
で
表
現
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

叱
り
飛
ば
さ
な
く
て
も
勝
て
る
、

「
優
勝
の
岬
」
が
誕
生
し
た

の
で
す
。

全国一斉「女性の人権ホット
ライン」をご利用ください
　法務省の人権擁護機関では、「女性の
人権ホットライン」を設置し、女性をめ
ぐる様々な人権問題について相談を受け
るなど、女性の人権問題の解決に努めて
います。強化週間として、「女性に対す
る暴力をなくす運動」期間中に、平日の
受付時間を延長し、土日も相談に応じる
こととしました。
■実施期間・相談時間　
　11月12日（月）～18日（日）
月～金：午前８時30分～午後７時まで
土日：午前10時～午後５時まで
■全国統一番号

　０５７０-０
ゼロナナゼロのハートライン

７０-８１０
相談は無料で秘密は厳守します。
◆問合せ　大阪法務局人権擁護部
　☎06-6942-9496

女性に対する暴力を
なくそう！
　毎年、11月25日は「女性に対する暴
力撤廃国際日」、11月12日～25日は「女
性に対する暴力をなくす運動」期間です。
夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売
買春、セクシュアル・ハラスメント、ス
トーカー行為、人身取引などは、女性の

て行ってきました。
　毎回好評のアジア文化・食文化交流や、
向野名物のふれあい鍋も企画していま
す。食の安全・安心などについても、正
しい情報を伝えていく場にしたいと願っ
ています。
［と　き］�11月18日（日）�

午前10時～午後２時30分
※雨天決行。
［ところ］�羽曳野市立青少年運動広場�

（ミートセンター前）
［内　容］��《ふれあいステージ》�

・お肉ぴったしカンカン�
・アジア文化交流　�
・大抽選会�
《遊びコーナー》�
・ケロケロフロッグ　�
・ビッグヨーヨー�
・ボール入れなど�
《物産コーナー》�
・ミートバザール（午前10時
　と午後１時の精肉販売）�
・物産即売会�
《お肉何でも相談コーナー》�
・食肉安全啓発�
・ミートセンター施設説明会

［主　催］�むかいの南食ミートミートフェ
ア実行委員会

◆�問合せ
　�むかいの南食ミートミートフェア実行委員会
　☎072-954-8201　FAX072-955-7042

人権を侵害するもので、決して許される
ものではありません。
期間中は、関係機関が協力・連携し、女
性に対する暴力を根絶するための意識啓
発に取り組んでいます。
◆問合せ　住民人権課　☎98-5515

11月25日～12月１日は
「犯罪被害者週間」です
　事件・事故の被害にあわれた人への相談、
付添いなどの支援を行っています。相談・
支援は全て無料です。秘密は厳守します。
［と　き］�月～金曜日�

午前10時～午後４時
※祝日・年末年始を除く。
◆相談・問合せ
　�大阪府公安委員会認定犯罪被害者等早
期援助団体　認定ＮＰＯ法人　大阪被
害者支援アドボカシーセンター
　☎06-6774-6365
　http://www.ovsac.jp/

第22回
むかいの南食ミートミートフェア
　ミートミートフェアは、お肉（Meat=
ミート）を中心とした食文化をとおして
生命の尊さにふれ、多くの人との出会い
（meet= ミート）をとおして人のぬく
もりを伝え合うという２つの願いをこめ

「準優の岡田」「優勝の岬」 大阪教育大学　岡田耕治人権コラム「よき日へ」

　人権コーナー「気づく」では、人権に関する様々な問題や啓発推進
情報をお知らせします。
　小さなことでもまず気づくことが、お互いを尊重し、一人ひとりが豊
かに生きることができる社会につながる。「気づく」には、そんな願いが
込められています。

気づく
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磯
長
小
学
校
児
童
の
稲
刈
り
体
験

　

10
月
12
日
（
金
）、
町
立
磯
長
小
学
校
５
年
生
に
よ
る
稲
刈
り
体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
農
園
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
磯
長
小
学
校
学
習
農
園
応
援
隊
の
皆
さ

ん
の
指
導
の
も
と
、
稲
刈
り
か
ら
天
日
干
し
作
業
な
ど
に
歓
声
が
飛
び
交
う
、
楽

し
く
貴
重
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

秋の全国地域安全運動

町立幼稚園交通安全教室

　10月11日（木）、全国地域安全運動（10月11日～20日）にあわせ、上ノ太子駅前で、
防犯委員や富田林警察署の皆さんによる、地域安全運動街頭キャンペーンが行われ
ました。この運動は、犯罪のない安全で安心して暮らせるまちづくりをめざすもので、
全国的な運動です。
　今回は、子どもや女性を犯罪
から守る活動の推進、還付金詐
欺やオレオレ詐欺などの特殊詐
欺の被害防止、ひったくりなど
街頭犯罪の被害防止を重点項目
として、「しっかり注意して被
害に遭わないように」と呼びか
けを行いました。

　９月６日（木）、秋の全国交通安全運動（９月21日～30日）に先立ち、町立幼稚園で
交通安全教室を行いました。子どもたちは歩く時の注意など、実技をつうじて道路
に潜む危険性について学びました。

　９月27日（木）～10月２日（火）、町立保健センターで、とくとく健診の結果相談会
を行いました。
　健康は、とても失いやすく、また、失ってからその価値に気づきやすい財産です。
　しかし、治療の前に予防を行うことで、その財産を上手に保つことができます。
　健診は受けるだけでは予防にはなりません。その結果を理解し、今後に生かし変
化を伴うことでようやく予防となります。

　健康は、時間も手間も、かける
価値がじゅうぶんにあるものです。
健診の結果や今後の方針について
は、ぜひ、お気軽にご相談ください。

とくとく健診結果相談会を行いました

第
11
回
た
い
し
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
ａ
ｙ

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た

　

10
月
８
日（
月
・
祝
）、
町
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
、
太
子
町
の
秋
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト｢

た
い
し
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
ａ
ｙ｣

を
行
い
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
14
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
、
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
９
、
伝

統
的
な
２
段
式
玉
入
れ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
、
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
世
界
大
会
総
合
優
勝
経

験
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
観
賞
し
た
後
に
、
ダ
ブ

ル
ダ
ッ
チ
の
体
験
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
、
多
く
の
人
が
笑
顔
で
交
流
し
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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元気ぐんぐんフェスティバル

わくわく農業体験

　９月26日（水）、町立万葉ホールで「第９回元気ぐんぐんフェスティバル」を行い、
町内集会所など25か所で元気ぐんぐんトレーニングを行っている135人が集まりま
した。
　「毎年、参加できる事がうれしい」「これからの励みになる」という参加者の声も
聞かれ、ストレッチや筋力トレーニング、たいしくんと一緒に太子町町歌の体操な
どを行い、笑顔あふれる時間でみんなと交流を深めました。

　10月13日（土）、わくわく農業体験を行いました。
　秋は芋掘りの季節。大きなさつまいもを収穫することができました。
　次回のわくわく農業体験については、２月を予定しています。土いじりや食べ物
を自分で育てる良さをお伝えするために、ぜひ、ご参加ください。
　詳しくは、今後、広報太子に掲載する予定です。

　太子第１号公園に、ジャングルの中の基地をイメージした複合遊具と世代を超え
て長く愛される遊具のブランコが完成しました。
　６才以下の幼児には、大人が付き添って頂き、正しくご使用ください。

太子第１号公園の遊具が完成

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た

　

10
月
８
日（
月
・
祝
）、
町
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
、
太
子
町
の
秋
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト｢

た
い
し
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
ａ
ｙ｣

を
行
い
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
14
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
、
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
９
、
伝

統
的
な
２
段
式
玉
入
れ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
、
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
世
界
大
会
総
合
優
勝
経

験
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
観
賞
し
た
後
に
、
ダ
ブ

ル
ダ
ッ
チ
の
体
験
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
、
多
く
の
人
が
笑
顔
で
交
流
し
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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第11回たいしスポーツDay　成績一覧

◆
南
河
内
地
区　

総
合
体
育
大
会

　

男
子　

団
体
の
部

　

第
３
位

　

太
子
中　

剣
道
部

  　
　
（
写　

真
）

　

女
子　

団
体
の
部

　

第
３
位

　

太
子
中　

剣
道
部

 　
　
（
写　

真
）

　　

男
子　

個
人
の
部　

第
３
学
年　
　

　

準
優
勝　

田
中　

太
陽（
太
子
中
３
年
）

　

第
３
位　

酒
井　

陽
亮（
太
子
中
３
年
）

　

男
子　

個
人
の
部　

第
２
学
年

　

準
優
勝　

吉
田　

有
輝（
太
子
中
２
年
）

　
　
（
写　

真
）

◆
東
部
・
藤
井
寺
・
松
原

　

秋
季
ブ
ロ
ッ
ク
大
会　

優
勝

　

太
子
中　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　　
　
（
写　

真
）

◆
第
24
回
近
畿
小
学
生

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

出
場

　

太
子
キ
ラ
リ

◆
第
63
回　

全
国
高
等
学
校

　

軟
式
野
球
選
手
権
大
会

　

準
優
勝

　

山
岸　

翔
真
（
河
南
高
２
年
・

　

太
子
ジ
ュ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
）［
写
真
］

　

藤
田　

康
太
郎
（
河
南
高
２
年
・

　

太
子
ジ
ュ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
）

　大阪府では、府民の皆さんに森林の
果たす役割をご理解頂き、森林を守る
契機とするために、11月を「山に親
しむ推進月間」、第２土曜日をおおさ
か「山の日」と定めています。
　当日は、太子町自然を守る会主催で
クリーンハイキングやお楽しみ抽選会

を行っています。お気軽にご参加くだ
さい。

［と　き］�11月10日（土）　	
午前10時～正午

［ところ］�二上山万葉の森・	
岩屋登山口

◆問合せ　観光産業課　☎98-5521

【ゲーム】
○２段式玉入れ
　優　勝　インディアカ
	 86点
　準優勝　松井道場Ｃ
	 85点
　第３位　太子ジュニア女子チーム
	 73点

○ディスゲッター９
　優　勝　太子ミニバス男子A
	 33点
　準優勝　太子ＪＳＣブラック	
	 31点
　第３位　松井道場Ａ	
	 30点

おおさか「山の日」ｉｎ二上山

人敬
称
略

はなまる

◆問合せ
　近つ飛鳥の里・太子運営協議会
　☎98̶2786

［と　き］毎週土・日曜日と祝日
［ところ］道の駅
　　　　　近つ飛鳥の里・太子

8



▪
嫁
で
あ
り
姑
で
も
あ
る
盆
支
度　

	

松
井
け
い
子

▪
ロ
ー
カ
ル
の
一
輌
仕
立
て
著
莪
の
花	

平
木
佳
代
子

▪
亡
き
人
の
年
を
数
へ
て
盆
用
意　

	

西
村
美
智
子

▪
無
花
果
を
先
取
り
し
た
る
烏
か
な　

	

本
多　

幸
子

▪
か
な
か
な
や
日
の
暮
早
き
峡
に
住
み	

麻
野　

明
子

▪
夏
蝉
や
逝
き
て
よ
り
聞
く
母
の
こ
と	

余
保　

英
代

▪
出
会
ひ
あ
り
別
れ
も
あ
り
て
天
の
川　

	

高
田　

正
裕

▪
八
月
や
生
き
残
り
た
る
思
ひ
あ
り　

	

若
松　

古
泉

▪
蜩
の
せ
き
た
て
る
ま
ま
鍬
洗
ふ　
　

	

田
中　

寛
一

▪
空
蝉
や
河
原
に
坐
し
て
小
石
投
ぐ　

	

明
石　

志
郎

▪
訃
報
欄
の
享
年
を
読
む
今
朝
の
秋　

	

辻
本
佳
代
子

▪
老
残
の
身
を
も
て
あ
ま
す
残
暑
か
な　

	

小
路
喜
与
志

▪
柿
熟
れ
て
変
わ
ら
ぬ
ふ
る
里
い
つ
ま
で
も　

	

上
田　

恒
子

▪
柿
の
実
に
塗
っ
て
や
り
た
い
日
焼
け
止
め	

山
下　

和
男

▪
酔
い
ざ
ま
し
柿
の
甘
さ
が
じ
ん
と
来
る　

	

桑
原　
　

優

▪
吊
し
柿
熟
し
て
醸
す
古
稀
の
顔　
　

	

奥
田　

早
苗

▪
北
国
の
串
柿
千
両
冬
間
近　
　
　
　

	

川
村　
　

勧

▪
垣
根
越
え
鈴
な
り
の
柿
道
へ
落
ち
る　

	

三
浦
冨
美
子

▪
の
き
先
に
つ
る
し
た
柿
の
な
つ
か
し
き　

	

上
田
美
佐
子

▪
今
も
な
お
人
情
あ
ふ
る
柿
の
里　
　

	

山
本　

博
子

▪
柿
色
に
染
ま
る
農
家
の
軒
の
下　
　

	

笹
部　

次
夫

▪
大
和
路
の
夕
日
に
似
合
う
柿
の
色　
　

	

小
路　

淳
水

▪
台
風
で
収
穫
い
そ
ぐ
柿
農
家　
　
　

	

植
田　

清
子

■
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い

•

電
子
ピ
ア
ノ［
無
料
］

•

町
立
中　

制
服（
夏
・
冬　

１
６
０
～

１
７
０
㎝
）、
体
操
服
、
カ
バ
ン［
無
料
］

•

さ
く
乳
器［
無
料
］

■
ゆ
ず
り
ま
す

•

座
椅
子［
無
料
］

•

学
習
机［
無
料
］

◎
ゆ
ず
り
た
い
も
の
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
も
の
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
友
の

会
会
員
ま
た
は
事
務
局
、
観
光
産
業

課
（
☎
９
８-

５
５
２
１
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

第17回「近つ飛鳥と自然に親しむ会」
建武の新政 楠公遺跡を巡る
-楠木正成のルーツを探る -

［と　き］�11月23日（金・祝）�
午前９時集合～午後３時40分到着予定

［コース］�いきいきサロンくすのき出発⇒楠公誕生
地⇒楠公産湯の井戸⇒建水分神社⇒奉建
塔⇒上赤坂城登口⇒いきいきサロンくす
のき（昼食）⇒寄手塚・味方塚⇒下赤坂
城跡⇒下赤坂の棚田⇒千早赤阪村役場⇒
いきいきサロンくすのき

［定　員］200人（先着順）
［参加費］無料（弁当・飲物をお持ちください）
［申　込］11月１日～受付
　　 　　�参加者全員の住所・氏名・年齢・電話番号・

ファックス・申込人数・代表者の携帯番号、
集合場所までの交通手段を明記し、ハガ
キ、または、ファックスでお申込みくだ
さい。

◆申込・問合せ　
　〒584-0012　富田林市粟ヶ池町2969-5
　富田林ライオンズクラブ事務局
　☎24-6350　FAX24-4500

ふれあいフリーマーケット
［と　き］11月17日（土）　午前９時～午後２時
［ところ］役場イベント広場
［入場料］無料（駐車場有り：無料）
［出店内容］�食器・洋服・雑貨・手芸品・アクセサリー・

文具・おもちゃなどのお店が出店予定で
す

※�出店に関するお問い合わせは、ボランティアセン
ターまでお願いします。ブースが埋まり次第、受
付を終了させて頂きます。
◆問合せ　太子町ボランティアセンター
　　　　　（社会福祉協議会）　☎98-1311

俳
句

敬
称
略

川
柳

　柿

敬
称
略

●
12
月
号
の
題
は「
歌
」（
締
め
切
り
11
月
５
日
）。
１
月
号
の
題
は「
種
」

（
締
め
切
り
12
月
５
日
）
で
す
。

公
民
館
行
事
予
定
　
11
月

▼
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

　

11
月
15
日（
木
）・
22
日（
木
）

　

午
後
１
時
～
３
時

▼
み
そ
づ
く
り
教
室

　

11
月
８
日（
木
）

　

①
前
半　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

②
後
半　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
わ
く
わ
く
パ
ン
作
り
教
室

〇
大
人
の
パ
ン
レ
ッ
ス
ン

　

11
月
18
日（
日
）・
25
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
健
康
麻
雀
教
室

　

11
月
７
日（
水
）・
14
日（
水
）・
21
日（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

町
立
図
書
室
行
事
予
定
　
11
月

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

ふ
れ
あ
い
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
で
お
は
な
し
会

　

11
月
は
、
ふ
れ
あ
い
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
会

場
へ
お
で
か
け
し
て
行
い
ま
す
。

［
と　

き
］
11
月
11
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

ふ
れ
あ
い
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
開
催
中
随
時

［
と
こ
ろ
］
太
子
・
和
み
の
広
場

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
横

※�

雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。
11
月
は
図
書

室
で
の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

町
立
図
書
室

　
　
　
　
　

☎
９
８‒

５
５
２
６

ひ と の う ご き
	 （　）内は前月比

	人　口	13,446人人（－　6）	 転入	 14人
	 男	 6,608人人（－ 3）	 転出	 19人
	 女	 6,838人人（－ 3）	 出生	 4人
	世帯数	 5,475世帯（－ 5）	 死亡	  5人

まちの面積　　14.17㎢
（10月₁日現在）
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受けましょう！がん検診
［場所］町立保健センター
［費用］無料

大腸がん検診
（�受付時間内にキットを持ってくるだ
けです）
実 施 日　11月12日（月）　午前
対 象 者　40歳以上の人
受付時間　午前９時～午後１時

大腸がん検診
（集団　時間予約制）

実 施 日　11月30日（金）
対 象 者　40歳以上の人
募集人数　22人

肺がん・結核検診
実 施 日　11月30日（金）　午前
対 象 者　40歳以上の人
募集人数　22人
※�大腸がん検診も同時に受けられま
す。

胃がん検診
実 施 日　11月30日（金）　午前
対 象 者　40歳以上の人
募集人数　27人

◎�検診は予約制です。電話でお申込み
ください。
　定員になり次第締め切ります。
◎�職場などで検診を受ける機会のある
人は、対象となりません。

◆申込・問合せ
　健康増進課　☎98-5520

　インフルエンザの感染及び重症化を予防するため、高齢者を対
象としたインフルエンザ予防接種を行います。

［対　象］①接種日現在、満65歳以上で接種を希望する人
　　　　 ②�接種日現在、満60歳以上65歳未満の人で、心臓、じ

ん臓若しくは呼吸器機能に自己の身辺の日常生活が
極度に制限される程度の障がいを有する人及びヒト
免疫不全ウイルス（HIV）により免疫機能に日常生
活がほとんど不可能な程度の障がいを有する身体障
がい者手帳１級若しくは同程度の障がいを持ってい
る人で接種を希望する人

［接種回数］１回
［接種期間］10月１日（月）～平成31年１月31日（木）
［実施場所］�太子町、富田林市、河南町、千早赤阪村の富田林医

師会加入の医療機関、羽曳野市医師会加入の医療機
関、大阪狭山市医師会加入の医療機関

※�予約の必要な医療機関、医師会加入の医療機関でも、行ってい
ない機関もありますので、事前にかかりつけの医療機関に電話

などでお問い合わせください。
※�羽曳野市医師会加入の医療機関での接種期間は異なります。ご
注意ください。
　（接種期間　10月20日（土）～平成31年1月31日（木））
※�入院中などやむを得ない理由で上記医師会加入の医療機関での
接種が難しい場合は、あらかじめ健康増進課までお問い合わせ
ください。

［接種費用］1,000円（医療機関の窓口でお支払ください）
※�生活保護受給世帯の人は、無料で受けることができます。あら
かじめ申請が必要になりますので、該当される人は、健康増進
課までお問い合わせください。

［持ち物］�住所、氏名、年齢が確認できるもの（健康保険証、介
護保険被保険者証、運転免許証など）

　　　 　�②に該当する人は、障がいの程度が確認できるもの（身
体障がい者手帳など）

※�予診票は、各医療機関に備えてありますので、医療機関で受診
前にご記入ください。	 ◆問合せ　健康増進課　☎98-5520

　知って得するお口
の健康セミナー

健康寿命を延ばすお口の話
　『生きることは食べること』です。い
つまでもおいしく食べることは、身体を
守ることです。特に歯周病は、生活習慣
病と関係が深いです。歯周病があると、
糖尿病の検査であるＨｂＡ１ｃが上がる
人も多いです。元気で長生きするには、
お口の健康が大切です。ぜひ、セミナー
を受けましょう。

［と　き］�11月8日（木）	
午後２時～３時	
受付：午後１時45分

［ところ］町立万葉ホール
［参加費］無料
［講　師］�歯科医師　石田　哲也　先生	

（石田歯科医院）
［申　込］�健康増進課までお申込みくだ

さい。
※�このセミナーは、糖尿病予防教室『血
糖減らそう会』の第２回目と兼ねてい
ます。

◆申込・問合せ
　健康増進課　☎98-5520

ミニ健康展 in
ふれあい TAISHI

今月のテーマ　むし歯に負けないお口に
しよう！
　今月の健康ブースではお口のことを楽
しく学べるクイズや、歯科衛生士による
お口の相談会を行います。ぜひ、遊びに
きてください。

［と　き］11月11日（日）

　　　　　午前10時～午後３時まで
［ところ］太子・和みの広場
［内　容］・�歯科衛生士によるお口の相談
　　　　 ・お口のクイズ
　　　　 ・血圧測定、健康相談
　　　　 ・がん検診予約
　　　　 ・大腸がん検診提出（要予約）
　　　　 ・たいしくんスマイル押印
◆問合せ　健康増進課　☎98-5520

こころほぐしの会
（こころの健康相談会）

午前中は保育付きです
　この相談会では、臨床心理士があなた
の気持ちに寄り添いながら、仕事や家族、
子育ての悩みなどに関するこころの整理
のお手伝いをします。
　子育て中のママ・パパも気軽に利用で
きます。利用された人からは「イライラ
の原因がどこにあるのか分かった」「話
を聴いてもらえてよかった」などの声を
頂いています。

［と　き］�11月28日（水） 
①午前10時～	
②午前11時～	
③午後１時30分～	
④午後２時30分～

［ところ］町立保健センター
［対　象］太子町内在住・在勤の人
［内　容］�臨床心理士による悩み・不安・

ストレス・うつなどの心理的
問題に対する個別相談

［参加費］無料
［保　育］�①②の予約枠はお子さんの保

育も可能です
［申　込］事前に電話でご予約ください
◆問合せ　健康増進課　☎98-5520

高齢者を対象としたインフルエンザ予防接種

33

33

1010

1010

1010
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富田林保健所では、肝炎ウイルス検査、風しん抗体検査、腸内細菌検査なども行っています。

種　　類 実施日時 内　　容

保健師・栄養士
による健康相談

11月3０日（金）
13：30～16：30
（予約制）

生活習慣病予防
や疾病予防・介
護予防に関する
ご相談をお受け
します。お気軽に
ご相談ください。
（要予約）

種　　　類 実施日 実施時間 内　　　　　容

町内ウォーキング 11月₅日（月）
₉：30〜

町内の₃㎞、または、₆㎞のウォーキングコースを歩きます。
町立保健センター集合。雨天中止（判断に迷う場合は町立
保健センターまでご確認ください）。ストックは貸出有。
※水分補給のため、飲み物をお持ちください。ストックウォーキング 11月13日（火）

種類 実施日時 備　考
こころの健康相談

☎23-2684 ₉：30～12：15／13：00～17：00 予約制

エイズに関する相談
☎23-2683

月～金（年末年始、祝日を除く）
₉：30～12：15／13：00～17：00 電話相談も可能

骨髄移植対策推進事業
骨髄バンクドナー登録

☎23-2684
第一水曜日（年末年始、祝日を除く）
11：00～12：15 予約制

飲用水・井戸水検査
☎072-952-6165

毎週月曜日（ゴールデンウィークを
除く、月曜日が祝日の時は火曜日）

予約制
検査手数料が必要

医療機関に関する相談 月～金（年末年始、祝日を除く）
₉：30～12：15／13：00～17：30

○がん検診を受けようと思ったきっかけは？
・�職場の健康診断にがん検診がなかったため。身近な人ががん
になったことから他人事ではないと感じ受診しました。
・�検診を受けると「また２年安心して過ごせるなぁ。」と思い、
自分自身の安心のために受けている。

○�乳がん、子宮頸がん検診は町立保健センターと個別医療機関
で受けられますが、町立保健センターを選んだのはどうして
ですか？
・�子どもの保育園のお迎えの時間があるため、終わる時間があ
る程度わかる町立保健センターで受けました。
・�友達と一緒に来れるのが魅力。１人で来にくい。また、１人
で来ても町立保健センターに来たら、誰かしら知っている人
が来ているため待ち時間も退屈しない。誰かに会える楽しみ
がある。

・�子どもの保育があるので、子どもが慣れている場所で、がん
検診ができるため連れてきやすい。
　
　町立保健センターでのがん検診は年間をとおして予約受付中
です。あなた自身のために、あなたを大切に想ってくれている
人のために、定期的にがん検診を受けましょう。

＊育児中のママたちへ＊
　日々の子育てで自分のからだのことをついつい後回しにしが
ちかもしれません。妊婦検診で子宮頸がん検診をしてからがん
検診を受けてない人もいらっしゃるのではありませんか？
　午後２時以降の検診には保育ボランティアも来てくれます。
安心してお子さんと検診に来てください。ママの健康が家族の
健康につながります。
◆問合せ　健康増進課　☎98-5520

女性のがん検診（乳がん・子宮頸が
ん検診）でインタビューしました。

●母子保健 ★�かならず母子手帳を
お持ちください。

町立保健センター（２階すこやかホール）場所

●健康づくり

●健康相談 町立保健センター場所 富田林保健所　☎23-2681場所・問合せ

種　　類 対象児 実　施　日 内　　　　　容
₄　か 月 児 健 診 平成30年₆月１日～₇月₈日生まれ 11月₈日（木）

対象者の人には案内通知します。
₁歳₆　か月児健診 平成29年₃月～₄月生まれ 11月₉日（金）

赤ちゃん会ぷらす ₁歳₆か月までの
お子さんと保護者

11月₇日（水）
11月21日（水）

みんなで遊べるようホールを開放しています。
相談・身体計測・母乳相談をご希望の人は母子手帳を
お持ちになり、受付時間内にお越しください。
【受付時間】₉：30～10：00
【実施時間】₉：30～11：30
【イベント実施時間】１０：３０～１１：３０
　₇日　助産師さんのお話「発達を促すかかわり」
　21日　₀歳から始める虫歯予防

●健康で笑顔のＷＡプロジェクト

　　　　健康増進課（保健センター内）　　
　　　　　　　　　☎98ー5520
　富田林保健所　　☎23ー2681

消防署では、午後8時～翌朝8時まで、救急診療の当番病院
を紹介し、場合によっては救急車での搬送を行います。
※土曜・日曜・祝日・年末年始は午後4時～翌朝8時

　病院に行ったらいいの？救急車を呼んだ
方がいいの？応急手当の仕方が分からない。
など、救急医療相談を「医師」「看護師」「相
談員」が24時間受け付けます。
《緊急時は迷わず119番へ》

　夜間の子どもの急病時、病院に行った方
がよいかどうか判断に迷ったときは、お電
話ください。｢ こどもの救急」ホームペー
ジ（http://kodomo－qq.jp/）でも、受診
判断の目安となる情報を掲載していますの
で活用してください。

【午後8時～翌朝8時】
☎＃8000

（携帯電話・固定電話（プッシュ回線））

☎06－6765－3650
（固定電話（ＩＰ・ダイヤル回線など))

【24時間・365日】
☎＃7119

（携帯電話・固定電話（プッシュ回線））

☎06－6582－7119
（固定電話（ＩＰ・ダイヤル回線など))

富田林市消防署
☎23－9919

小児科

休　　日
急病診療

急　　病
診療紹介

救急医療
相談窓口

大 阪 府
小児救急
電話相談

内科・歯科

種類 診療場所 診療日 受付時間
休日診療所 ☎28－1333
富田林市向陽台1－3－38 日 曜 日

祝　　日
年末年始

午前9時～11時30分
午後1時～ 3 時30分
※ 歯科については午前
のみ。

富田林病院 ☎29－1121
富田林市向陽台1－3－36
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　今回は指先を使って、しめ縄づくりに挑
戦！脳の活性化を図りませんか！
　また、「健口体操」で、口・のどの周り
の働きを低下させることなく、毎日の食事
を楽しみ、栄養状態を維持し、健康寿命を
めざしましょう。ぜひ、ご参加ください。

［と　き］�11月10日（土）�
午後１時30分～３時

［ところ］�まちづくり観光交流センター�
１階　研修室

［内　容］�・しめ縄づくり�
・健口体操

［参加費］無料
※�車での送迎を希望される場合は、前日ま
でに「さくらの詩ケアプランセンター」
までご連絡ください。

◆問合せ
　地域包括支援センター（高齢介護課）
　☎98-5538
　さくらの詩ケアプランセンター
　☎55-3705

　お口の健康と全身の健康は深く関わって
います。年を重ねてもお元気な人は、お口
の健康状態も良好です。
　介護予防のために、むせない飲み込み方
とお口のブラッシングの方法を知ることに
より、なぜお口の健康を保つことが大切か、
かぜ予防につなげていくにはどうすればよ
いか、歯科衛生士がお話します。

［と　き］�11月26日（月）�
午前11時～正午

※午前10時から個別相談があります。
［ところ］�町立総合福祉センター２階�

ホール（広間）
［内　容］�お口からかぜ予防（むせない飲

み込み方とブラッシング）
［参加費］無料
※�総合福祉センター送迎バスをご利用くだ
さい。

◆問合せ
　地域包括支援センター（高齢介護課）　　
　☎98-5538

　介護予防講座

　お達者健康講座

　交流サロンとは、地域の人が中心となって行う、身近で気軽に集まることがで
きる場所です。趣味活動や生きがいづくりをしたり、おしゃべりをしたり、お茶
を飲んだりして、過ごしています。
　現在、交流サロンは７か所あり、週１回～３回程度行われています。関心のあ
る人はどなたでも参加できますので、ぜひ見学に行ってみませんか？
　職員が同行し、ご案内します。
　３人以上の見学希望者で随時見学会を行いますので、高齢介護課までご連絡く
ださい（おひとりでも申込み可能です）。
　なお、各サロンの開催曜日と時間は下記のとおりです。

寿喜菜の会いきいきクラブ 春日地区 木 午後１時～３時

桜草クラブ 山田地区 月 午後１時～４時

布遊び工房咲 太子地区 木・金 午後２時～４時

ふたかみ 山田地区 火 午後２時～４時

きたじりさんち 春日地区 水・金 午後２時～４時

朝子庵 山田地区 火・水・金 午前10時～午後２時

太子さんさん 太子地区 月・水・木 午前10時～午後２時

★�自宅に引きこもりがちになると、社会的に孤立し、活動量が減ることで心身に
不調をきたし、自立した生活が送れなくなることがあります。そうならないた
めに、人と話をしたり笑ったり趣味活動をしたり、体操したりすることはとて
も効果的です。

◆申込・問合せ　高齢介護課（地域包括支援センター）　☎98-5538

　町内最高齢の人及び今年度100歳を迎えられる人に対して、賞状及び記念品
が贈られました。
　皆さんこれからもお元気でお過ごしください。

交流サロンの見学に行ってみませんか

ご長寿をお祝いして

７月６日に101歳の誕生日を迎え
られた、蟹山　マスヱさんです。

９月５日に100歳の誕生日を迎え
られた、𠮷村　タマヱさんです。
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　太子町高齢者情報局は、「高齢者の暮らしに必要な情報
や太子町からのお知らせを提供します。
　皆さん、いかがお過ごしですか。
　今回は、『ご長寿をお祝いして』『交流サロンの見学に行っ
てみませんか』『お達者健康講座』『介護予防講座』をお届
けします。
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